
(1) 担当支部： 首都圏－1 12227
分水嶺区分 2004年 9月 12日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
安井　康夫 8494　　Ａ班
福士　節子 8147　　Ａ班
西田　進 12227　　Ａ班
荻野和彦（ゲスト） 8187　　Ａ班

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 長蔵小屋 139 18 36 55 40 1,683 4:32
分水嶺到達点 トラック交差点＊ 139 19 36 55 35 1,886 5:15 5:15 A-1
E357 袴腰山（高石山） 139 21 36 54 35 2,052 7:55 8:11 B-3
E356 赤安山 139 22 36 55 4 2,078 8:19 8:29 B-1
　 福島群馬栃木の県境 139 23 36 54 39 2,151 10:30 10:48 B-1
分水嶺離別点E355 黒岩山 139 23 36 54 32 2,163 11:03 11:15 B-2

鬼怒沼山 15:15 15:18 B-1
鬼怒沼北端 139 21 36 52 40 2,013 15:00 15:18 A-1

歩行終了点 日光沢温泉 139 23 36 51 57 1,399 17:23 B-1

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください

点名 等級 方位

赤安山 三等 正しい

黒岩山 二等 正しい

鬼怒沼山

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

１．分水嶺到達点について

地点ｺｰﾄﾞ

⑤袴腰山（高石山）山頂で記念写真

２．分水嶺離別点について
　　福島・群馬・栃木の三県の県境をＧＰＳで確認したので、次回踏査予定の台倉高山方面の分水嶺と今回の分水嶺は接続可能になる
　　と考えられる。

地点名
2.5万分の1
地形図名

13

56
41
9

燧ヶ岳
燧ヶ岳

名

Ｂ班

経度E
秒

Ａ班、Ｂ班
Ａ班、Ｂ班

長蔵小屋～小淵沢田代～袴腰山（高石山）～赤安山～黒岩山～鬼怒沼山～鬼怒沼～日光沢温泉

三平峠

Ｂ班

37
36

Ａ班
Ａ班
Ａ班

川俣温泉
川俣温泉

到着
時刻

高度
ｍ

12105　　Ｂ班
　8名

三平峠

事務局整理記入欄会員番号：
晴

10244　　Ｂ班
8394　　Ｂ班

西田　進
(3)山行日：E357袴腰山～E355黒岩山

小松原　一郎
13677　　Ｂ班

＊０４年４月２５日のトラックと０４年９月１２日のトラックが交差する点

Ａ班

保存
状況

三平峠 46

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

良好

特記事項

川俣温泉 18 Ａ班
11時間04分総歩行時間（休憩時間を除く）：

三平峠

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

薮田　益資
野口　いづみ

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

日出平　洋太郎

緯度Ｎ 道の
状況

スキークラブ－4

良好

ネマガリダケの軽い藪漕ぎで到達。「群馬大ＷＶ」の表示板（１９７７年）あり。

電源開発（株）の只見幹線竣工記念（昭和３４年）の石碑の所で、送電線の下を通過した。（時刻6:19、経度139度20分37秒、
緯度36度55分23秒、標高1904m）

踏跡あり。三角点の等級は確認せず。

藪こぎはシラビソの幼木で、さほど苦労なく到着。帰路は踏み跡を外したためシ
ラビソの倒木多く苦労した。

良好

⑨黒岩山の三角点で記念写真
⑧黒岩山の三角点の状況
⑦福島・群馬・栃木の県境（次回分水嶺踏査の接続点となる予定）
⑥赤安山の三角点の状況

④ヘッドランプを点けて長蔵小屋を出発
   写真説明：別ファイル（Word版）　


